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熊本県立水俣高等学校 進路情報通信 

皆さんの進路の「道しるべ」となるようにこの名前をつけました。 

■■■■  ■■■■ 

【水俣・芦北（8名）】 JNC水俣製造所、摂津工業、新栄合板工業(2名)、 

テラプローブ九州事業所、太陽電気水俣支店、津南保育園、コスモス薬品 

【熊本県（13 名）】 熊本銀行、熊本中央信用金庫、鶴屋百貨店、平田機工

(2 名)、本田技研工業熊本製作所、JASM、ヤマハ熊本プロダクツ、日本電子

材料熊本事業所、再春館製薬所、藤永組、松木運輸、山崎製パン 

【九州（12名） 九州電力、日産車体九州、日産車体エンジニアリング(2名)、

日本製鉄九州製鉄所大分、山九 大分支店、京セラ鹿児島川内工場、住友ゴム

工業宮崎工場、イオン九州、福岡ロジテム、マルイ食品、JR九州電気システ

ム 

【中国・四国（1名）】 マツダ   

【関西（2名）】 神戸製鋼加古川製鉄所、旭紙工 

【中部（6名）】 トヨタ自動車、デンソー、大同特殊鋼 、日本製鉄名古屋製

鉄所、愛知製鋼、三菱電機名古屋製作所 

【関東（2名）】 日産自動車、アイダ設計 
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【公務員（4名）】 東京都、八代広域行政組合消防本部、航空学生、 

自衛隊一般曹候補生 

 

■■■■  ■■■■ 

【国公立大学（10名）】 熊本大学（2名）、九州工業大学、佐賀大学（2名）、

鹿児島大学（2名）、鹿屋体育大学、熊本県立大学、長崎県立大学 

【私立大学（43 名）】 熊本学園大学(5 名)、熊本保健科学大学(6 名)、崇

城大学（9名）、九州看護福祉大学（2名）、尚絅大学、西南学院大学（2名）、

福岡大学(2名)、九州産業大学（3名）、九州情報大学、日本文理大学、久留

米大学(3名)、中村学園大学（2名）、鹿児島純真大学、国際医療福祉大学、

九州医療科学大学、第一工科大学、京都女子大学、中部大学 

【短期大学等（3名）】 中九州短期大学、純真短期大学、鹿児島県立短期大

学 

【専門学校等（33 名）】九九州中央リハビリテーション学院（2 名）、熊本

駅前看護リハビリテーション学院(2名)、熊本総合医療リハビリテーション

学院、熊本看護専門学校(2名)、熊本歯科技術専門学校、熊本デザイン専門

学校、西日本教育医療専門学校、東京 CPA 会計学院熊本校、熊本情報 IT ク

リエイター専門学校(2名)、熊本保育医療スポーツ専門学校（2名）、大原ビ

ジネス公務員専門学校、九州デザイナー学院、九州スクール・オブ・ビジネ

ス、福岡ウエディング＆ブライダル専門学校、福岡外語専門学校、KCS福岡

情報専門学校、インターナショナルエアアカデミー、神村学園専修学校、HAL

大阪、阪奈中央リハビリテーション学院、熊本県立技術短期大学校、川内職

業能力開発短期大学校(2名)、国立波方海上技術短期大学校、鹿児島県立宮

之城高等技術専門校 

  

船に航路を知らせるために立てた杭（くい）のことです。 

以下のことを目標にして、毎日の学校生活を送りましょう。 

～課題への挑戦と創造～ 
 進路目標を実現するために、新入生の皆さんに心掛けておくべきこがあ

ります。希望する学校の入学試験や就職したい企業の採用試験の内容に

ついて、早期かつ十分に研究をしておいてもらいたいということです。 

具体的には、 

 （１）国公立大学、私立大学等の受験教科・科目とその配点 

 （２）上級学校の推薦入試等における志望理由書の作成、面接及び小論文対策 

 （３）就職試験における志望理由、面接対策、基礎学力の充実、検定・資格の合格 

 などが挙げられます。今から早期に進路目標を決定して、充実した学校

生活になるように、力を付けていきましょう。下には昨年度の進路実績を

掲載してありますので参考にしてください。 

これからの皆さんの頑張りに期待しています。 

① 進路目標を早期に決定する。 

② 授業を大切にする。（課題の期限内提出、家庭学習の習慣化） 

③ 部活動や生徒会、ボランティア活動に積極的に参加する。 

④ 探求活動に積極的に参加し、課題を発見し解決する力を身に

つける。 

⑤ 皆勤や無欠席を目指す。 

⑥ 多くの検定や資格を取得する。 

⑦ 掃除、挨拶、整容を率先して行う。 

今日から水俣高校での生活が始まりますが、皆さんはどんな高校生活を思い描いていますか。おそらく楽しい
高校生活を送りたいと思っていることでしょう。楽しいと思えることは大事です。しかし今を大事にするととも
に皆さんの未来についても思いを馳せてもらいたいと思っています。「就きたい職業」、「進みたい学校」という
進路目標を早期に立てることが、毎日の学習を進めていく上での大きな動機づけになるはずです。 
 さて、下にも記載していますように、昨年度も多くの先輩たちが自分の進路目標を達成しました。これも学習
や部活動など、学校生活のさまざまな場面で頑張ってきた結果です。皆さんも、先輩たちのように「目標に向か
って、一所懸命頑張れば思いは叶う」「可能性は無限大」ということを信じて、これから充実した高校生活を送っ
てほしいと思います。 


